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あらまし：人は誰しも綺麗な文字を書きたいと考えている．しかし，情報化による手書きの機会の減少や，

日常の手書きの機会を練習の場とする意識を持つことが少ない故に，理想的な文字を書くことが難しい． 
本研究では，手書き文字の恒常的上達を狙いとした手書き練習支援システムを提案する．本システムでは，

理想の文字を合成した画像を作成し，ハンディプロジェクタを用いて投影することにより，実際の大きさ

で投影された文字に基づき文字練習できる． 
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1. はじめに 
平成 26年度の文部科学省の調査では，9割以上の

人が「文字を手書きする習慣をこれからの時代も大

切にすべきである」と答えている(1)．また一般的に，

文字は綺麗に書かれることが望ましく，誰しも綺麗

な文字を書きたいと思っているものである． 
しかし近年，社会の情報化によって様々な多機能

ツールが登場し，文字情報の作成・管理が容易とな

ったことにより，人が手書きで文字を書く機会が減

少している．さらに，この希少な手書きの機会が，

次の手書きの機会につながる文字の練習の場である

という意識を持つことも少ない．それ故に，自分自

身が理想としている文字を書くことが年々難しい状

況になってきている． 
そこで本研究では，日常の手書きの機会を，人か

ら綺麗だと思われるような手書き文字スキルの習得，

手書き文字の恒常的上達の機会とする，手書き文字

練習支援システムを提案する． 
 

2. アプローチ 
一般的な文字学習として思い起こされるものとし

て，文字練習帳やドリルなどが挙げられる．しかし，

それらは学習対象となる文字が課題作成者から与え

られたものであるため，学習者が書きたいとする文

字を練習することが難しい．また，文字を直接書き

込むような形式のため，実践的な場面で同じ効果を

発揮できるとは必ずしも言えない．  
そこで，これらの問題を解決するために，本研究

では，学習者が自身で筆記を行う対象（ハガキや婚

姻届など）を選択できるようにすることで，実践的

な機会で活用することを可能とし，さらに，学習者

が書きたい文字を自由に設定できるような仕組みを

提供する．このような実践的な学習活動を繰り返す

ことで手書き文字が恒常的に上達することに繋がる

のではないかと考えた． 
 

3. 達筆くん 
本研究では，日常生活を対象としたシステムの活

用を目指しているため，手軽に使用できる iOSアプ
リとして開発を行った． 
開発したアプリ「達筆くん」とハンディプロジェ

クタを用いる本システムでは，文字学習のプロセス

を，(a) 画像設定のプロセス，(b) 文字合成のプロセ
ス，(c) プロジェクタによる投影のプロセスの 3 つ
に分ける．各プロセスにおける処理を図 1に示す．
それぞれのプロセスにおけるシステムの機能を以下

で説明する． 
3.1 画像設定 
学習者が実践的な機会を通して文字練習を行うた

めには，対象に文字を直接書き込む形式が望ましい．

そのためには投影する画像を実際のサイズと同じに

しなければならない．そこで，プロセス(a)において，
学習者が文字を書く対象のサイズ設定をシステム上

で行う． 
A4サイズやハガキサイズなど，既定のサイズがシ

ステム内にテンプレートとして登録されている場合

は，Picker と呼ばれるドラム式の選択肢からそのサ
イズを選択可能である．サイズ選択すると当該サイ

ズのテンプレート画像が画面に表示される．  
対象のサイズがシステムに登録されていない場合

は，学習者が，記入対象を撮影，もしくは対象が写

っている画像を選択して指定する．そして指定した

画像の矩形抽出を行なった後，射影変換を用いるこ

とにより，画像内の対象を検出し，正面から見た形

に変換する．この画像処理にはオープンソースの画

像処理ライブラリである OpenCVを用いる．その後，
学習者に対象の実際のサイズをシステム上で入力し

てもらうことで，対象のアスペクト比に合わせたテ

ンプレート画像が完成する．こうして設定されたテ

ンプレート画像に，学習者が書きたい文字を設定し

ていくことになる． 
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3.2 文字合成・保存 
学習者が書きたい文字を書くために，学習者自身

で投影する文字の設定をシステム上で行う． 
プロセス(b)において，3.1 で設定した画像に文字

を合成する．設定可能な文字属性は，大きさ，フォ

ント，位置，文字方向である． 
学習者はまず書きたい手本となる文字を設定する．

そして設定した文字ラベルをシステム上でドラッグ

して移動させ，位置設定したところで「追加」ボタ

ンを押すことで，スタンプの要領で文字ラベルが画

像上に追加される．画像に設定する文字情報は複数

設定可能であり，「削除」ボタンを押すことで設定が

解除され，「保存」ボタンを押すことで，文字情報を

含む画像全体が画像ファイルとして保存される． 
記入対象には線や枠線が印字されており，プロジ

ェクタで投影する際には，それらは不要な情報とな

る．この問題を解決するために，保存の際に画像を

白色背景に変換し，外枠を追加する処理を施すよう

にしている．これにより，文字情報と画像の位置や

大きさの関係が適切に保持され，文字情報と枠線の

情報だけを持った画像ファイルとして出力すること

が可能となっている．この画像を投影することで，

実際のオブジェクト上の枠内に文字が映し出され，

練習教材が作られる． 
3.3 プロジェクタによる投影 

3.2で作成した画像ファイルを，SONY社のポータ
ブル超短焦点プロジェクタ「LSPX-P1」と専用の公
式アプリを用いて投影する．図 1のプロセス(c)に実
際の投影の様子を示す． 
フォーカスや投影サイズは，投影時に公式アプリ

により設定できる．学習者は作成した画像ファイル

が持っている枠線の情報に合わせてプロジェクタの

高さを調節する．これにより紙のサイズに容易に合

わせることができ，枠線を目印として実際の紙を配

置することで，その上に文字が浮かび上がっている

状態になる． 
実際の紙に指定した大きさで文字が投影されるた

め，学習者は投影された文字をなぞることで，自身 
が設定した理想の文字を書き入れることができる． 

 
4. 評価実験 
提案システムを利用することの効果を確認するた

めに，学習者が書いた文字の印象が変化するか調査

した． 
実験は学習者 5名と，学習者を除いた第三者の評

価者 10 名により実施した．学習者に，1. 個別課題
（氏名）と，2. 共通課題（「達筆」という文字）を
ボールペンにより筆記させた．学習者にはシステム

の利用前後でも課題に取り組ませ，各課題に 3度取
り組ませた．その後，学習者に自身のそれぞれの文

字を 5 点満点で評価させた．評価者には，5 名の学
習者の文字をそれぞれ 5点満点で評価させた． 
表 1に結果を示す．また，共通課題における実際

に筆記させた文字画像を図 1の①〜③に示す． 
 
表 1	 自身と他者による文字の印象の平均点 

 
①システム使用前 ②システム有 ③システム使用後 
1.個別
課題 

2.共通
課題 

1.個別
課題 

2.共通
課題 

1.個別
課題 

2.共通
課題 

自己 
評価

（点） 
3 2.2 3 3.8 3.6 2.8 

他者 
評価

（点） 
3.34 2.6 3.7 3.48 3.54 2.96 

 
表 1の結果から，個別課題と共通課題のどちらに

おいても，システム使用前よりもシステムを用いた

場合とシステムを使用した後の文字の印象が高くな

ることが確認できた． 
 
5. まとめと今後の課題 
本研究では，日常の手書きの機会を，手書き文字

の恒常的上達の機会とする，手書き文字練習支援シ

ステムを提案した． 
今後は本システムを長期的に利用することによっ

て，学習者の文字が恒常的に上達することを確かめ

る予定である． 
 

参考文献 
(1) 文部科学省:“平成 26 年度「国語に関する世論調査」

の結果の概要”（2014） 

 
図 1 システムのフローと評価実験における共通課題のサンプル 

関西地区 教育システム情報学会　2017年度学生研究発表会

118




